
学校番号 413 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「現代文Ｂ」 （東京書籍 現Ｂ３２２） 

副教材等 

「プレミアムカラー国語便覧」(数研出版株式会社)  

「プレミアムカラー国語便覧準拠ワーク」(数研出版株式会社)  

「三訂版 入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP２５００」(いいずな書店) 

「イラストとネットワーキングで覚える 現代文単語」（いいずな書店） 

「新成現代文 大学入学共通テスト対策版 2」（尚文出版株式会社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年生で学んだ内容を基礎に、より内容が深い現代文を読解していく。さらに、評論文、小説に独特

な表現を理解しながら筆者の思考、表現をとらえ、自らの考え、表現の参考にできるよう学びたい。 

 

２ 学習の到達目標 

・文章を読んで、構成、展開、要旨、情景、心情の描写などを的確にとらえることが出来る。 

・文章を読み、批評することを通して、人間、社会、自然などについての自分の考えを深めたり、発展

させたりしていくことができる。 

・人間関係において様々な場や場合に応じて、互いを尊重し、相互理解を深め、意思を伝え合うことが

できる。 

・目的や課題に応じて、収集した様々な情報を分析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に表

現できる。 

・語句の意味・用法を的確に理解し、語彙を豊かにするとともに、文体や修辞などの表現上の特色を捉

え、自分の表現に役立てることができる。 

・自主的に学習計画を立て主体的に読書をする習慣を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し、考

え、表現する力を

積極的に高めよ

うとしている。言

葉に注意を払い、

向上を図ろうと

している。 

目的、場に応じた

効果的な発話が

でき、的確に聞き

とることができ

る。それらを基に

考えを深めてい

る。 

必要な情報を用

い、目的や課題に

応じて適切に文

章化できる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

っている。さらに

目的に応じて幅

広く読書できる。

自らの考えを深

化させている。 

言語文化、言葉の

きまりなどにつ

いて理解を深め、

知識を身に付け

ていこうとして

いる。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 



４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

１
学
期 

評
論 

【近代以降】 

教材： 

「ミロのヴィーナス」 

〇  ◎ ◎ 〇 a：本文の構成をつかみ、取り上げ

られている事柄に注意している。 

c：対象の魅惑、復元案を段落の関

係に留意してまとめることができ

る。 

d：ﾐﾛのｳﾞｨｰﾅｽが魅惑的である理由

について筆者の考えが把握できる。

筆者の主張を上記の観点からまと

めることができる。 

e： 抽象的語句や逆説的、比喩的表

現の具体的な内容を理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

小
説 

【近代以降】 

教材： 

「山月記」 

〇 〇 ◎ ◎ 〇 ae：漢文調の語句の意味を辞書を用

いて明らかにしていく。  

b：李徴と袁傪の別れについて考え、

発表できる 

c：本文を適切に場面分けし、それ

ぞれの要点をまとめている。 

d：各場面の登場人物の心理を読み

取り、まとめることができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

評
論 

【近代以降】 

教材： 

「相手依存の自己規定」 

〇 ◎ ◎ ◎  a：各段の概要をまとめ、全体の構

成を捉えようとしている。 

b：日本語の言語習慣と我々の自我

構造との関連をまとめ発表できる。 

c：日本語に関する筆者の考えを整

理し、日本人の自己把握の特色をま

とめている。 

d：日本・米国の学生の考え方の違

いを読み取っている。日本人の自我

の構造に関する筆者の考えが正確

に読み取れる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

２
学
期 

      

詩
歌 

【近代以降】 

教材： 

「未確認飛行物体」 

「竹」 

「永訣の朝」 

 

〇 ○ ○ ◎ 〇 a：関心を持って詩の世界に触れよ

うとしている。 

b：音読を味わえる。また、工夫し

て音読できる。 

c：感想をまとめられている。 

d：詩の情景を語句や表現に注意し

て読み取れている。特徴的な表現を

把握し味わえている。 

e：文学史上の意義を理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力  

c:書く能力       d:読む能力     e:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

評
論 

【近代以降】 

教材： 

「おじいさんのランプ」 

〇 ◎ ○ ◎  ab：本の今後の在り方について考

え、様々な観点から話し合い、ま

とめることができる。 

c：日本の文字文化における本質的

な変化を読み取りまとめている。 

d：各段落に述べられている筆者の

主張を例に即して読み取ることが

できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

小
説 

【近代以降】 

教材： 

「こころ」 

〇  ◎ ◎ 〇 ae：語句の意味を辞書を用いて明ら

かにし、自らのものとする。 

c：登場人物の心情を表現に即して

とらえたり、自分の考えをまとめた

りして、筆者の描きたかったことに

ついて考察している。 

d：文章を読んで筆者の意図や人物、

情景、心情の描写などを的確にとら

え、表現を味わえている。 

e：文学史上の意義を理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

３
学
期 

３
学
期 

詩
歌 

【近代以降】 

教材： 

プラタナス―俳句抄 

◎   ◎ 〇 a：それぞれの俳句を音読し、作者

について学び、作品を鑑賞しようと

する。 

d：意味内容を理解している。 

e：定型、季語、切れなど俳句の基

礎知識を理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

評
論 

【近代以降】 

教材： 

「「である」ことと「する」こと」 

〇 〇 ◎ ◎  a：表題の意味するものについて考

えている。 

b：筆者の議論を踏まえ、その観点

から自分に身近な問題について考

え、わかりやすく話している。 

c：筆者の論述の流れを理解し、ま

とめることができる。 

d：具体例によって説明された筆者

の考えを理解している。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 

 

評
論 

【近代以降】 

教材： 

「日本人の美意識」 

〇  ◎ ◎  a：本文構成や表現が意識できる。

c：筆者の主張を理解し、日本人の

美意識について考えたことをまと

めている。 

d：各段落の内容を読み取り、「う

つくし」「きよし」の美意識の流れ

を理解できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題の提出 

・定期考査 


